








要約:代謝異常及びクレチン症マススクリーニングの精度管理について,1992 年 1 年間の

実態を調査した。見逃し数は代謝異常で 9 件,クレチン症では 3 件であった。精度管理測

定結果の記入の際に,誤りをおかす施設があるが,代謝異常で 25 件,クレチン症で 12 件と

最近増加傾向にある。クレチン症マスククリーニングの TSH 測定に用いられている試薬キ

ットは,会社による差はあまり目立たなくなってきている。カットオフ値と現在送付して

いる外部標準検体濃度の検討から,TSH,フェニルアラニン,メチオニンについては外部標準

検体濃度が高すぎ,今後低くすることが望ましいと思われた。


